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本研究は.ニホンザルの生息環境の定量的

把梶を行った上で採食生態と典団間､集団内の社

会関係を調査し､環境条件によって行動特性や社

会関係がどう変化するかを明らかにすることを目

的とした｡多様な環境での比較を行いたかったが､

突施された研究が高崎山と屋久島に集中したた

め､餌付け条件下と自然条件下の季節と標高によ

る追いを分析した｡

まず高崎山ではサルの生息数の増加にとも

ない企物となるff源が劣化している状況が見的に

閃べられた｡その結果､食物の妨化は植物の枯死

だけでなく､開弟､開花､結実の時期の遅れや林

床植生の増加.土壌の硬化など多岐にわたって発

現していることが明らかになった｡その上でメス

たちは優劣順位に対応して自然の食物と人工の食

物の摂取割合を変化させており､食物をめぐる競

合がメスの繁殖に重要な影響を与えていることが

判明した｡しかし､メスは出産すると高順位でも

低順位でも餌場で人工餌を優先的に摂取でき､オ

スが新生児をもつメスを許容するため,優劣の差

が軽減されることも示唆されている｡

屋久島では初めて標高の高い地域のニホン

ザルが調査され､食物の豊富な海岸域に比べて群

密度は低いが､食物fi源の密度に対応するほど低

くはないことが判明した｡これは豊富な林床植生

と季節移動によるものであることが示唆されてい

る｡海岸域では人付けされている3群を対象にし

てニホンザルの採食戦略と交尾戦略が調査され

た｡食苑境の季節変化と生殖生理の変化にメスが

どう対応しているかという点を解明しようとした

もので､まずメスが交尾期にオスとの近接関係を

変えることによって採食効率を上げていることが

明らかになった｡メスとの交尾は瓜優位のオスが

独占する傾向があるが.DNAを用いた父子判定

では半分近くあった｡この分析は現在も進行中で

あるが､メスが繁殖相手となるオスを選別してい

ることが示唆されている｡これらの研死によって

食物をめぐる同性､兄性間の競合を左右する生態

的､社会的条件をいくつか特定し,平成11年3月

に開催した研究会でその進化史的意義について討

的できたのは本訊田研究の大きな収穫であったと

考えている｡

(平成8年度)

･ヤクシマザルメスにおける性行動と採食行動の

関連

(松田 幹､京肪大 ･霊長研)

･高崎山のニホンザルの食栂fl源からみた森林的

造とその分布

(長岡対和.大分短大)

･嘩久島の上部域に生息するヤクザルの分和と光

分析による食性の研死

(大竹 臥 日本モンキーセンター.

好広揖-､陀谷大 ･経常)

･市崎山のニホンザルの緊Wl個体の採企概略とそ

の縦断的比較

(城田FI人.大分短大)

(平成9年度)

･ニホンザル野生群メスの緊糾職略に関する研兜

(早川祥子､式部大 ･霊長研)

･ヤクシマザルオスにおける性行動と採企行動の

関連

(松田 幹､京都大 ･霊長研)

･高崎山のニホンザルの食粒fZ源としての森林の

構造と季節変化

(長岡寿和､大分短大)

･屋久島の上部域に生息するヤクザルの分布と糞

分析による食性の研究

(大竹 勝.日本モンキーセンター.

好広民一､m谷大 ･経営)

(平成10年度)

･野生ニホンザルオスにおける採食行動の年齢差

(半谷吾郎､京都大 ･理)

･野生ヤクシマザルにおける繁殖戦略と採食概略

の相互間迎

(松原 幹､京都大 ･霊長研)

･祐崎山のニホンザルの繁殖個体の採食戦略とそ

の縦断的比較

(横田政人､大分短大)
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